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　【
う
ら
へ
続
く
】

　

沖
縄
辺
野
古
の
土
砂
投

入
（
14
日
）。
「
ひ
ど
過

ぎ
る
」
「
沖
縄
の
民
意
を

全
く
無
視
、
ど
こ
の
政
府

か
」
「
強
行
で
県
民
に
あ

き
ら
め
さ
せ
る
の
が
狙
い

だ
。
と
ん
で
も
な
い
無
法

だ
」
「
ネ
ッ
ト
で
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
に
中
止
を
要
請

す
る
署
名
が
来
た
の
で
サ

　

内
閣
府
が
10
日
発
表
し

た
２
０
１
８
年
７
～
９
月

期
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
改
定
値
は
、
マ
イ
ナ

ス
成
長
だ
っ
た
速
報
値

（
11
月
14
日
発
表
）
を
さ

ら
に
大
幅
に
下
方
修
正
す

る
実
質
年
率
マ
イ
ナ
ス

２
・
５
％
と
な
り
ま
し
た
。

個
人
消
費
、
設
備
投
資
、

公
共
事
業
と
い
っ
た
主
要

Ｇ
Ｄ
Ｐ
下
方
修
正

　

消
費
・
設
備
投
資
が
深
刻

　
消
費
税
増
税
は
中
止
を

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

イ
ン
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

臨
時
国
会
が
閉
会
（
10

日
）。
「
曖
昧
な
答
弁
、

資
料
デ
ー
タ
の
捏
造
、
拙

速
な
審
議
、
異
常
な
国
会

だ
っ
た
」
「
自
民
、
公
明
、

維
新
の
数
に
よ
る
暴
挙
に

国
民
は
納
得
し
て
い
な

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
安
倍
首
相
が
表
明
し

て
い
た
自
民
党
改
憲
案
の

提
示
を
断
念
さ
せ
た
」「
国

民
世
論
と
野
党
の
結
束
の

結
果
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
の
副
社

長
逮
捕
。
「
驚
い
た
。
５

Ｇ
で
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
な

ど
各
社
が
共
同
研
究
を
行

っ
て
い
る
」
「
ア
メ
リ
カ

は
イ
ラ
ン
で
の
不
正
行
為

を
理
由
に
し
て
い
る
よ
う

だ
」
「
情
報
漏
洩
も
問
題

に
し
て
い
る
ら
し
い
」「
基

地
局
の
シ
ェ
ア
争
い
が
背

景
に
あ
る
よ
う
だ
」
「
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
は
基
地
局
に

使
っ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
、
環
境
Ｎ
Ｇ

核
兵
器
廃
絶
へ

　
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

　
　

サ
ー
ロ
ー
節
子
さ
ん
来
日
会
見

　

来
日
し
た
カ
ナ
ダ
・
ト

ロ
ン
ト
に
在
住
す
る
広
島

の
被
爆
者
サ
ー
ロ
ー
節
子

さ
ん
は
、
５
、６
日
の
両

日
、
自
民
党
の
岸
田
政
調

会
長
や
西
村
内
閣
官
房
副

長
官
な
ど
政
府
関
係
者
と

面
会
し
、
被
爆
国
と
し
て

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加

す
る
よ
う
要
請
、
６
日
に

都
内
で
会
見
し
ま
し
た
。

　

サ
ー
ロ
ー
さ
ん
は
会
見

で
、
ア
メ
リ
カ
に
追
従
し
、

「
核
抑
止
論
」
に
し
が
み

つ
い
て
い
る
日
本
政
府
の

姿
勢
を
批
判
。
「
被
爆
者

が
体
験
し
た
こ
と
を
意
図

的
に
理
解
し
な
が
ら
『
核

抑
止
論
』
に
し
が
み
つ
い

て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
「
一
人
ひ
と
り
の
国
民

が
、
日
本
政
府
に
対
し
、

禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准

す
る
よ
う
に
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
今

回
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
頑

張
っ
て
と
声
を
か
け
ら
れ

ま
し
た
」
と
語
り
、「
禁

止
条
約
発
効
・
核
兵
器
廃

絶
に
向
け
て
、
一
緒
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

項
目
が
い
ず
れ
も
下
方
修

正
さ
れ
た
こ
と
が
要
因
で

す
。

　

14
年
４
月
に
安
倍
政
権

が
強
行
し
た
８
％
へ
の
消

費
税
率
引
き
上
げ
以
降
、

個
人
消
費
は
低
迷
を
続
け
、

家
計
の
消
費
支
出
が
増
税

前
の
水
準
を
上
回
っ
た
こ

と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
ま
足
元
の
経
済
情
勢

は
、
海
外
で
米
中
貿
易
摩

擦
の
激
化
や
英
国
の
欧
州

連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
な
ど

で
い
っ
そ
う
不
透
明
さ
を

増
し
、
国
内
で
も
消
費
や

企
業
の
設
備
投
資
が
落
ち

込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
状

況
で
消
費
税
率
引
き
上
げ

を
実
行
す
れ
ば
、
日
本
経

済
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与

え
る
こ
と
は
必
至
で
す
。

　

国
民
の
暮
ら
し
や
業
者

の
営
業
を
苦
し
め
、
日
本

経
済
を
悪
化
さ
せ
る
消
費

税
10
％
へ
の
増
税
を
国
民

世
論
の
力
で
中
止
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

第 2 次安倍政権下で急増する軍事費
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

広がる役員報酬と賃金の格差

　富の集中構造を正せ

危
機
!! 
日
本
の
研
究
力

 

国
立
大
学
運
営
交
付
金
の
増
額
を

 

交
付
金
の
再
配
分
制
度
改
め
よ

Ｏ
に
よ
る
国
別
の
季
候
変

動
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
数

発
表
。
「
欧
州
連
合
が
上

位
を
占
め
た
。
日
本
は
季

候
変
動
対
策
に
最
も
消
極

的
な
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
」

「
２
０
３
０
年
ま
で
の
排

出
目
標
が
２
℃
を
下
回
る

軌
道
に
沿
っ
て
い
な
い
と

指
摘
さ
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

フ
ィ
ギ
ュ
ア
Ｇ
Ｐ
フ
ァ

イ
ナ
ル
で
紀き
ひ
ら平
梨
花
選
手

が
初
優
勝
。
「
素
晴
ら
し

い
演
技
だ
っ
た
」
「
ザ
ギ

ト
ワ
選
手
を
破
っ
た
の
は

す
ご
い
」
「
日
本
勢
の
シ

ニ
ア
Ｇ
Ｐ
１
年
目
Ｖ
は

２
０
０
５
年
の
浅
田
真
央

さ
ん
以
来
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

カ
ー
リ
ン
グ
女
子
が
Ｗ

杯
２
戦
目
で
初
優
勝
。「
平

昌
五
輪
で
敗
れ
た
韓
国
に

最
終
エ
ン
ド
で
逆
転
し
雪

辱
を
果
た
し
た
」
「
五
輪

で
の
『
そ
だ
ね
ー
』
が
流

行
語
大
賞
を
受
賞
。
注
目

度
は
衰
え
て
い
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

天
災
か
ら
日
本
史
を
読

み
直
す

   　

先
人
に
学
ぶ
防
災

　
　

磯
田
道
史
著

　
　
　

中
公
新
書　

￥
７
６
０

　

母
方
の
家
系
が
津
波
常

襲
地
で
あ
る
著
者
は
、
学

生
時
代
か
ら
地
震
や
津
波

の
古
文
書
の
フ
ァ
イ
ル
化

を
始
め
て
い
た
。
東
日
本

大
震
災
を
目
の
当
た
り
に

し
て
本
格
的
に
先
人
の
知

恵
に
学
ぶ
防
災
に
つ
い
て

調
べ
始
め
た
と
い
う
。

　

地
震
、
津
波
、
土
石
流

等
々
、
先
人
の
言
い
伝
え
、

古
文
書
を
各
地
に
求
め
、

災
害
現
地
や
津
波
塚
に
足

を
運
び
つ
づ
け
た
。
先
人

の
知
恵
と
と
も
に
災
害
に

よ
っ
て
変
化
し
て
い
く
人

間
の
歴
史
も
読
み
取
っ
て

ほ
し
い
と
語
る
。
自
分
が

住
む
町
の
災
害
の
歴
史
を

知
り
た
い
と
思
っ
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
）

　

大
企
業
の
役
員
報
酬
が

増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。

財
務
省
の
法
人
企
業
統
計

に
よ
る
と
、
２
０
１
８
年

７
～
９
月
期
に
受
け
取
っ

た
常
勤
・
非
常
勤
の
役
員

報
酬
は
、
１
人
あ
た
り
の

年
収
に
換
算
す
る
と

１
９
５
６
万
２
０
０
０
円

と
な
り
、
10
年
７
～
９
月

期
か
ら
１
・
17
倍
に
増
え

て
い
ま
す
（
図
）。
常
勤

役
員
に
限
れ
ば
さ
ら
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
労
働
者
の
賃
金

は
横
ば
い
で
す
。
18
年
の

年
収
は
４
５
３
万
円
で
10
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日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
が
ニ
ュ
ー
ス
を
に
ぎ

わ
す
一
方
で
、
い
ま
日
本

の
研
究
力
は
危
機
に
ひ
ん

し
て
い
ま
す
。
日
本
共
産

党
の
畑
野
議
員
は
国
会
で
、

そ
の
背
景
に
運
営
費
交
付

金
の
削
減
（
図
）
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に

高
学
費
で
深
刻
な
学
生
の

実
態
を
示
し
て
交
付
金
の

増
額
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
16
年
度
導
入
の
交

付
金
再
配
分
の
仕
組
み

（
競
争
的
資
金
化
）
に
つ

い
て
、
財
務
省
が
大
学
か

ら
の
拠
出
の
大
幅
増
を
求

め
て
い
る
問
題
を
質
問
。

国
立
大
学
協
会
が
「
財
政

基
盤
の
弱
い
大
学
の
存
在

自
体
を
危
う
く
し
、
ひ
い

て
は
高
等
教
育
及
び
科
学

技
術
・
学
術
研
究
の
体
制

全
体
の
衰
弱
化
さ
ら
に
は

崩
壊
を
も
た
ら
し
か
ね
な

い
」
と
厳
し
く
批
判
し
て

い
る
こ
と
を
紹
介
。
畑
野

氏
は
懸
念
の
払
拭
と
と
も

に
安
定
的
に
将
来
を
見
通

せ
る
交
付
金
の
在
り
方
へ

の
転
換
を
強
く
訴
え
ま
し

た
。

年
の
１
・
02
倍

に
過
ぎ
ず
、
労

働
者
の
賃
金
と

役
員
報
酬
と
の

格
差
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

役
員
報
酬
の

源
泉
は
労
働
者

が
汗
水
た
ら
し

て
働
い
た
結
果

で
す
。
一
握
り

　
「
白
菜
や
キ
ャ
ベ
ツ
、

大
根
な
ど
の
野
菜
が
安
く

な
っ
た
」
「
鍋
料
理
の
季

節
に
な
り
安
値
は
歓
迎

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

厚
労
省
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
全
国
流
行
発
表

（
12
日
）。
「
学
級
閉
鎖

の
人
々
に
冨
が
集
中
す
る

構
造
は
改
め
る
べ
き
で
す
。

が
増
え
て
い
る
」
「
病
院

が
熱
や
咳
を
訴
え
る
人
で

混
ん
で
い
る
」
「
ワ
ク
チ

ン
が
足
り
な
い
の
で
、
病

院
で
待
っ
て
欲
し
い
と
い

わ
れ
た
」
「
政
府
の
医
療

費
削
減
が
原
因
だ
と
い

う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
冬
将
軍
が
到
来
。
各

地
に
厳
し
い
寒
さ
と
大
雪

を
も
た
ら
し
た
」
「
11
日

に
は
東
京
で
も
奥
多
摩
町

で
初
雪
が
降
っ
た
」


